
2013 年 12 月 吉日 

 

各 位 

 

第第第第 8888 回京都在宅リハビリテーション研究会研究集会回京都在宅リハビリテーション研究会研究集会回京都在宅リハビリテーション研究会研究集会回京都在宅リハビリテーション研究会研究集会    

開催および開催および開催および開催および一般一般一般一般演題募集のご演題募集のご演題募集のご演題募集のご案内案内案内案内    

 

謹啓    時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます．  

 

平素は京都リハビリテーション研究会の運営に格別のご高配を賜り，厚く御

礼申し上げます． 

さて，今年度も平成 26 年 3 月 21 日に第 8 回京都在宅リハビリテーション研

究会研究集会を開催させていただく運びとなりました．  

 

今回は，（公）広島県理学療法士会会長で県立広島大学 保健福祉学部 理学療

法学科教授の沖田一彦先生をお招きして「生活に向き合う医療とは何か～語り

（ナラティブ）からの考察～」と題したご講演をお願いしております． 

 

つきましては，研究集会の開催および一般演題募集のご案内をご送付させて

頂きますので，ご多用の時節とは存じますが，ご参加ならびに一般演題のご応

募をいただけますよう，何卒宜しくお願い申し上げます． 

 

本研究集会の内容を充実させ，その成果をより大きなものとするために，皆

様のご協力とご支援を賜りたく，お願い申し上げます． 

 

末筆となりましたが，皆様の益々の御活躍をお祈り申し上げます． 

 

謹白 

 

京都在宅リハビリテーション研究会 

      世話人代表 松本 和久 



    

第第第第 8888 回回回回    

京都在宅リハビリテーション研究会研究集会開催のご案内京都在宅リハビリテーション研究会研究集会開催のご案内京都在宅リハビリテーション研究会研究集会開催のご案内京都在宅リハビリテーション研究会研究集会開催のご案内    

 

 

開催日時   平成 26 年 3 月 21 日（金曜日・祝日）   

13：00 ～ 17：00 （受付開始 12：30～） 

 

会   場   〒629－0392 南丹市日吉町保野田ヒノ谷６－１ 

 

明治国際医療大学 10 号館 2 階 21 教室 

 

   研究集会の内容 

◎特別講演 

    「生活に向き合う医療とは何か～語り（ナラティブ）からの考察～」「生活に向き合う医療とは何か～語り（ナラティブ）からの考察～」「生活に向き合う医療とは何か～語り（ナラティブ）からの考察～」「生活に向き合う医療とは何か～語り（ナラティブ）からの考察～」    

    

講師 ： （公）広島県理学療法士会会長 

県立広島大学 保健福祉学部理学療法学科教授 沖田 一彦 先生 

 

◎一般演題発表 (在宅および医療・介護・福祉等に関する内容)  数題 

 

対象者 ： 介護支援専門員，セラピスト，医師，看護師，介護福祉士， 

地域包括支援センター職員，地域リハビリテーション関係者 他 

 

参加費 ：  

（事前申し込み）    一般：2000 円   学生：1000 円 

（当日申し込み）    一般：2500 円   学生：1500 円 

 

お申し込み方法 ： 平成 26 年 3 月 7 日までに，必要事項（氏名・所属・職種・連絡先・住所・

電話番号・ＦＡＸ番号）をご記入の上，ＦＡＸもしくは E-mail にて事務局まで

お申し込み下さい． 

E-mail でのお申し込みの場合は， 「第 8 回京都在宅リハビリテーション研

究会参加申し込み」の件名で送信して下さい． 

なお，お申し込みいただいた方には， FAX もしくは E-mail にて申し込み  

受け付け確認連絡を事務局より返信致します． 



（演題募集のご案内）（演題募集のご案内）（演題募集のご案内）（演題募集のご案内）    

要旨は，演題名，演者氏名（発表者には○を記す），所属，および本文（演題内容を９００字以内に

まとめたもの）を Microsoft Office Word または テキストファイルにて作成したものを，，，，平成平成平成平成 26262626 年年年年 2222

月月月月 22222222 日日日日までに a_kimura@meiji-u.ac.jp まで E-mail に添付してお送りください． 

なお，メールの件名は 「第 8 回 京都在宅リハ研究会 演題申し込み」としてください． 

また，E-mail がご利用状況下にない方は直接事務局までご連絡ください． 

 

 当日の発表は Microsoft Office Power Point 2010 による PC プレゼンテーションとなります．発表

時間は７分，質疑応答 3分です．スライドの枚数の制限はありません． 

なおプレゼンテーションに使用するデータは，事前確認を実施させていただくため，平成平成平成平成 26262626 年年年年 3333

月月月月 7777 日日日日までに E-mail にて送付してください．また発表当日はバックアップ用として同じデータを持

参して下さい． 

 

 研究集会終了後，発表内容を研究論文として研究会誌にご投稿頂きます． 

投稿規程につきましては，研究集会当日にお渡し致します． 

 

 スライド作成のご経験の無い方でもお気軽に事務局に相談ください．  

 

 

 

 

《参加および演題のお申し込み・お問い合わせ先》 

 

〒629－0392 南丹市日吉町保野田ヒノ谷６－１ 

明治国際医療大学附属病院 総合リハビリテーションセンター内 

京都在宅リハビリテーション研究会 事務局 

E-mail:  a_kimura@meiji-u.ac.jp 

電話：0771－72－1221〔病院代表〕 

F A X ：0771－72－0234〔病院代表〕 

 

木村 篤史 宛 

  

 

 

※ 第１回～第 7 回の発表論文は http://www.meiji-u.ac.jp/md-reha/kyoto-home-reha-top/  

に掲載しています．ご参照ください． 



    2025202520252025年問題（団塊の世代が高齢者となることにより人口全体にしめる年問題（団塊の世代が高齢者となることにより人口全体にしめる年問題（団塊の世代が高齢者となることにより人口全体にしめる年問題（団塊の世代が高齢者となることにより人口全体にしめる65656565歳以上の歳以上の歳以上の歳以上の

比率が比率が比率が比率が28.728.728.728.7％となること）に対応するために、リハビリテーションを含む医療は大き％となること）に対応するために、リハビリテーションを含む医療は大き％となること）に対応するために、リハビリテーションを含む医療は大き％となること）に対応するために、リハビリテーションを含む医療は大き

な変革が求められています。そのひとつに「地域包括ケアシステム」があり、今後な変革が求められています。そのひとつに「地域包括ケアシステム」があり、今後な変革が求められています。そのひとつに「地域包括ケアシステム」があり、今後な変革が求められています。そのひとつに「地域包括ケアシステム」があり、今後

益々、在宅リハビリテーションが重要になってきます。益々、在宅リハビリテーションが重要になってきます。益々、在宅リハビリテーションが重要になってきます。益々、在宅リハビリテーションが重要になってきます。    

    さて、我々が提供している医療や介護現場でのリハビリテーションサービスは、患さて、我々が提供している医療や介護現場でのリハビリテーションサービスは、患さて、我々が提供している医療や介護現場でのリハビリテーションサービスは、患さて、我々が提供している医療や介護現場でのリハビリテーションサービスは、患

者や利用者の要望を常に満足させているでしょうか？者や利用者の要望を常に満足させているでしょうか？者や利用者の要望を常に満足させているでしょうか？者や利用者の要望を常に満足させているでしょうか？    

当然、皆様の提供するサービスは、病因病理学、解剖学、運動学、看護学等々に当然、皆様の提供するサービスは、病因病理学、解剖学、運動学、看護学等々に当然、皆様の提供するサービスは、病因病理学、解剖学、運動学、看護学等々に当然、皆様の提供するサービスは、病因病理学、解剖学、運動学、看護学等々に

基づいているので、大丈夫とおっしゃる方も多いと思います。基づいているので、大丈夫とおっしゃる方も多いと思います。基づいているので、大丈夫とおっしゃる方も多いと思います。基づいているので、大丈夫とおっしゃる方も多いと思います。    

しかし、その一方で、病院や施設で行われるリハビリテーションが在宅では活用でしかし、その一方で、病院や施設で行われるリハビリテーションが在宅では活用でしかし、その一方で、病院や施設で行われるリハビリテーションが在宅では活用でしかし、その一方で、病院や施設で行われるリハビリテーションが在宅では活用で

きないという声を耳にするのも事実です。きないという声を耳にするのも事実です。きないという声を耳にするのも事実です。きないという声を耳にするのも事実です。    

    それは、リハビリテーションサービスを提供する側と提供される側の視点に、微妙それは、リハビリテーションサービスを提供する側と提供される側の視点に、微妙それは、リハビリテーションサービスを提供する側と提供される側の視点に、微妙それは、リハビリテーションサービスを提供する側と提供される側の視点に、微妙

な差があることが原因かも知れません。な差があることが原因かも知れません。な差があることが原因かも知れません。な差があることが原因かも知れません。    

    そこで今回は、（公）広島県理学療法士会会長で県立広島大学教授の沖田先生そこで今回は、（公）広島県理学療法士会会長で県立広島大学教授の沖田先生そこで今回は、（公）広島県理学療法士会会長で県立広島大学教授の沖田先生そこで今回は、（公）広島県理学療法士会会長で県立広島大学教授の沖田先生

をお招きして、「生活に向き合う医療とは何か～語り（ナラティブ）からの考察～」とをお招きして、「生活に向き合う医療とは何か～語り（ナラティブ）からの考察～」とをお招きして、「生活に向き合う医療とは何か～語り（ナラティブ）からの考察～」とをお招きして、「生活に向き合う医療とは何か～語り（ナラティブ）からの考察～」と

題しまして、リハビリテーションを提供される側の視点に立つための具体的な方策題しまして、リハビリテーションを提供される側の視点に立つための具体的な方策題しまして、リハビリテーションを提供される側の視点に立つための具体的な方策題しまして、リハビリテーションを提供される側の視点に立つための具体的な方策

についてのご講演をお願いしています。についてのご講演をお願いしています。についてのご講演をお願いしています。についてのご講演をお願いしています。    

    皆様のご参加をお待ちしております。皆様のご参加をお待ちしております。皆様のご参加をお待ちしております。皆様のご参加をお待ちしております。    

第第第第8888回回回回    

京都在宅リハビリテーション研究会研究集会京都在宅リハビリテーション研究会研究集会京都在宅リハビリテーション研究会研究集会京都在宅リハビリテーション研究会研究集会    

特別講演特別講演特別講演特別講演    

「生活に向き合う医療とは何か生活に向き合う医療とは何か生活に向き合う医療とは何か生活に向き合う医療とは何か    

                    ～語り（ナラティブ）からの考察～」～語り（ナラティブ）からの考察～」～語り（ナラティブ）からの考察～」～語り（ナラティブ）からの考察～」    

講師：講師：講師：講師：    （公）広島県理学療法士会会長（公）広島県理学療法士会会長（公）広島県理学療法士会会長（公）広島県理学療法士会会長    

県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学    保健福祉学部理学療法学科教授保健福祉学部理学療法学科教授保健福祉学部理学療法学科教授保健福祉学部理学療法学科教授        

                                                                                                        沖田沖田沖田沖田    一彦一彦一彦一彦    先生先生先生先生    



FAX送信票 
 

第第第第 8回京都在宅リハビリテーション研究会参加申し込み回京都在宅リハビリテーション研究会参加申し込み回京都在宅リハビリテーション研究会参加申し込み回京都在宅リハビリテーション研究会参加申し込み 

送信先送信先送信先送信先 

    〒〒〒〒629-0392 

    京都府南丹市日吉町保野田ヒノ谷６－１京都府南丹市日吉町保野田ヒノ谷６－１京都府南丹市日吉町保野田ヒノ谷６－１京都府南丹市日吉町保野田ヒノ谷６－１ 

明治国際医療大学附属病院総合リハビリテーションセンター内明治国際医療大学附属病院総合リハビリテーションセンター内明治国際医療大学附属病院総合リハビリテーションセンター内明治国際医療大学附属病院総合リハビリテーションセンター内 

    京都在宅リハビリテーション研究会事務局行き京都在宅リハビリテーション研究会事務局行き京都在宅リハビリテーション研究会事務局行き京都在宅リハビリテーション研究会事務局行き 

        FAX : 0771-72-0234    (病院代表病院代表病院代表病院代表)        TEL : 0771-72-1221    (病院代表病院代表病院代表病院代表) 

E-mail: a_kimura@meiji-u.ac.jp  

(明治国際医療大学附属病院明治国際医療大学附属病院明治国際医療大学附属病院明治国際医療大学附属病院    総合リ総合リ総合リ総合リハビリハビリハビリハビリテーションセンターテーションセンターテーションセンターテーションセンター    木村木村木村木村宛宛宛宛) 

 

研究会開催日：研究会開催日：研究会開催日：研究会開催日：平成平成平成平成 26年年年年 3月月月月 21日日日日 (金金金金曜日曜日曜日曜日・祝・祝・祝・祝日日日日) 

勤務先勤務先勤務先勤務先名名名名(学校名学校名学校名学校名) 
 

 

連絡先住所連絡先住所連絡先住所連絡先住所 
 

 

連絡先連絡先連絡先連絡先 E-mail 
 

連絡先連絡先連絡先連絡先 FAX番号番号番号番号 
 

連絡先電話番号連絡先電話番号連絡先電話番号連絡先電話番号 
 

 

参加者氏名参加者氏名参加者氏名参加者氏名 職種職種職種職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※連絡先連絡先連絡先連絡先 FAX番号は必ず御記入下さい。番号は必ず御記入下さい。番号は必ず御記入下さい。番号は必ず御記入下さい。 

※※※※施設単位で申し込みをされる場合は筆頭者様宛てに返信させていただきます。施設単位で申し込みをされる場合は筆頭者様宛てに返信させていただきます。施設単位で申し込みをされる場合は筆頭者様宛てに返信させていただきます。施設単位で申し込みをされる場合は筆頭者様宛てに返信させていただきます。 

※※※※E-mailを御利用の場合も上記同様に記載をお願いいたします。を御利用の場合も上記同様に記載をお願いいたします。を御利用の場合も上記同様に記載をお願いいたします。を御利用の場合も上記同様に記載をお願いいたします。 

    事前申し込み事前申し込み事前申し込み事前申し込み    3月月月月 7日締め切り日締め切り日締め切り日締め切り 



附属病院附属病院附属病院附属病院

総合リハビリテーションセンター総合リハビリテーションセンター総合リハビリテーションセンター総合リハビリテーションセンター

大学正門大学正門大学正門大学正門
駐車場（Ｃ，Ｅ，Ｇ）駐車場（Ｃ，Ｅ，Ｇ）駐車場（Ｃ，Ｅ，Ｇ）駐車場（Ｃ，Ｅ，Ｇ）

施設内案内図施設内案内図施設内案内図施設内案内図

Ｃ

Ｅ

研究集会会場研究集会会場研究集会会場研究集会会場

10号館号館号館号館2階階階階 21教室教室教室教室

交通のご案内交通のご案内交通のご案内交通のご案内

連絡先

〒629-0392 京都府南丹市日吉町保野田ヒノ谷６－１

明治国際医療大学附属病院総合リハビリテーションセンター内

京都在宅リハビリテーション研究会事務局担当： 松本 ・ 木村

ＴＥＬ：０７７１－７２－１２２１(病院代表)

ＦＡＸ：０７７１－７２－０２３４(病院代表)

明治国際医療大学

G

明治国際医療大学附属病院

明治国際医療大学
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